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町
内
中
学
生
・
高
校
生
17
人
が
議
会
体
験

　

あ
い
な
ん
未
来
議
会
２
０
１
６

　

未
来
の
愛
南
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
町
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
５
つ
の
中
学

校
と
南
宇
和
高
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
17
名
の
生
徒
が
議
員
と
な
っ
た
「
あ
い
な
ん
未
来
議
会
２
０
１
６
」
が
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
い
な
ん
未
来
議
会
は
実
際
の
町
議
会
と
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
、
各
議
員
は
町
の
活
性
化
、
環
境
問
題
、
防
災
対

策
や
学
校
施
設
改
善
な
ど
、
町
政
に
関
す
る
一
般
質
問
を
行
い
、
町
長
や
教
育
長
の
答
弁
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

特
集学　校　名 議員氏名 質　問　事　項

内海中学校

宮
みや

下
した

 魁
かい

伸
しん

自然環境の保全について
観光のPRの推進と合せて自然環境の保全が大切になると思うがどのよう
に考えているか。

上
うえ

谷
たに

 詩
し

音
おん

学校教育の充実について
教室にエアコン等の設備があると学習がさらに充実すると思うが、どのよ
うに考えるか。

御荘中学校

宮
みや

本
もと

 尚
ひさ

宜
のり 愛南町の防災対策について

防災力の高い地域となるために、どのような対策を考えているか。

梶
かじ

田
た

 陽
はる

香
か

災害からの復旧について
避難生活が長期化した場合、仮設住宅建設等の公的な支援について、ま
た町全体が復興するために、どのような対策が考えられるか。

三
み

浦
うら

 　敦
あつし 愛南町の活性化について

町として愛南町の活性化のために具体的にどんな動きを考えているか。

城辺中学校

藤
ふじ

田
た

 治
はる

希
き

雇用対策の推進について
若者が愛南町で働くことのできる具体的な雇用対策について、今後どのよ
うに改善していく考えか。

井
い

場
ば

木
き

 才
さ

紀
き
愛南町のPR活動について
愛南町の魅力を全国に発信する手立てについて、具体的にどのような取
り組みを推進していく考えか。

岡
おか

添
ぞえ

 悠
ゆう

太
た

郎
ろう
南海トラフ巨大地震を想定した防災対策について
南海トラフ巨大地震でライフラインが止まった場合に、町の備蓄によりどの
くらいの期間持ちこたえられるか、また具体的にどのような支援が可能か。

一本松中学校
大
おお

森
もり

 紅
くれ

葉
は

雇用促進の政策について
雇用促進対策における大型商業施設や工場などの企業誘致についてどの
ように考えているか。

田
た

中
なか

 ささ
愛南町の教育施設の充実について
図書館の建設についてどのように考えるか。

篠山中学校

平
ひら

岡
おか

 　睦
りく

地域の高齢者福祉について
過疎化や人口流出を食い止めるためにも、老人ホーム等の高齢者を擁護
する施設はたくさん必要だと考えるが、今後の計画や考えはいかがか。

ショート
　コーリー

町おこしのイベントの開催と自分たちの参加について
知名度の高いどろんこサッカーの復活及びTV局を巻き込んで全国区にで
きないか。

南宇和高校

塚
つか

岡
おか

 空
てん

聖
せい

地方創生の政策について
特産品販売イベントが開催されることをもっと知らせることや、もっと地
元民に関心を持たせることを優先すべきと考えるが、どう考えるか。

好
よし

岡
おか

 美
み

柚
ゆ

地方創生の政策について
愛南町を暮したい町にするためには、その町の特産品を愛南町だからこ
そ買い求めやすくすることが大事だと思うが、どのように考えるか。

鈴
すず

木
き

 耀
てる

野
の 教育振興対策について

愛南町からも町内の小中学校へ南宇和高校のことを発信していく考えはないか。

特集
あいなん未来議会2016

あいなん未来議会
ここが聞きたい !　一般質問

南宇和高校 猪
い

野
の

 世
せ

魁
かい あいなん未来議会2016開催決議について

発議第1号
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学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　

6
月
後
半
に
な
る
と
教
室
の
気
温

が
30
度
ほ
ど
に
な
り
、
少
人
数
で
も

学
習
へ
の
集
中
力
が
削
が
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の

設
備
が
あ
る
と
学
習
が
さ
ら
に
充
実

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
ま

す
か
。

　

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
良
好
な
学
校

環
境
の
も
と
で
学
習
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
ま
ず
は
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
老
朽
化
し
た
設

備
・
施
設
の
改
修
等
を
優
先
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
教
室
の

暑
さ
対
策
に
つ
い
て
も
、
先
生
方
か

ら
意
見
聴
収
を
行
い
、
早
急
に
現
状

を
把
握
し
て
、
そ
の
結
果
を
専
門
家

を
含
め
た
関
係
者
で
分
析
す
る
こ
と

で
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

愛
南
町
の
教
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

　

愛
南
町
に
は
現
在
、
独
立
し
た
図

書
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
の
み
な

ら
ず
、
町
民
の
だ
れ
も
が
気
軽
に
学

習
で
き
る
施
設
が
あ
る
と
、
学
力
向

上
、
ひ
い
て
は
生
涯
学
習
の
場
に
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
す
が
、
図
書
館

の
建
設
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

　

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
15
年
2
月
に
南
宇
和
合
併
協
議
会

が
策
定
し
た
「
新
町
建
設
計
画
」
の

重
点
施
策
と
し
て
「
住
民
集
い
の

館
」
の
整
備
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

現
在
ま
で
具
体
的
に
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
も
多
く
の
皆
様

か
ら
図
書
館
建
設
に
対
す
る
期
待
の

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
そ
し
て
本
日

も
町
の
将
来
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
「
愛
南
町
に
図
書
館
を
」
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
声
を
受
け
、
愛
南
町
と
し

ま
し
て
は
、
図
書
館
の
建
設
に
向
け

中
村 

維ま

さ

伯の

り 

教
育
長

答

内
海
中
学
校

上
谷 

詩し

音お

ん 

議　

員

問

て
検
討
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
今
年
度
は
、
有
識
者
に
よ

る
懇
話
会
を
設
置
し
、
愛
南
町
に
ふ

さ
わ
し
い
図
書
館
の
検
討
・
研
究
を

始
め
ま
す
。

地
方
創
生
の
政
策
に
つ
い
て

　

地
域
資
源
の
有
効
活
用
の
具
体
例

と
し
て
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
回
数
を
増
加
さ
せ
る
と
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
も
っ
と
知
ら
せ
る
こ
と

や
、
も
っ
と
地
元
民
に
関
心
を
も
た

せ
る
こ
と
の
方
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
の
で
す
が
、
ど
う
お
考
え
で
す

か
。

　

現
在
、
町
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
P
R
や
各
産
直

市
に
お
け
る
販
売
も
P
R
の
一
環
と

考
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
広

報
「
あ
い
な
ん
」
の
中
に
地
元
特
産

品
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
の
設
定
や
学

校
・
保
育
所
の
給
食
材
料
に
占
め
る

特
産
品
の
割
合
を
更
に
高
め
る
こ
と

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

清
水 

雅ま

さ

文ふ

み 

町　

長

答
一
本
松
中
学
校 

田
中 

さ
さ 

議　

員

問

南
宇
和
高
校 

塚
岡 

空て

ん

聖せ

い 

議　

員

問

清
水 

雅
文 

町　

長

答

特集

こ
こ
で
は
、
議
員
の
質
問
と
理
事
者

答
弁
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。

議長に一般質問の許可を求める一本松中学校 大森議員

清水町長の答弁に熱心に耳を傾ける中高生議員

あいなん未来議会2016
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特集

　私は、高知県でずっと育ってきた

ので、愛媛県との違いによく驚いて

いました。このあいなん未来議会の

ために改めてそのことも考えること

ができ、すばらしい議場で発言する

こともでき、とても感謝しています。

上
う え

谷
た に

 詩
し

音
お ん

議員
内海中学校

　あいなん未来議会に参加して、貴

重な体験をすることができました。

理事者の方々は僕たち中学生の質問

に丁寧に答えてくださり、嬉しかっ

たです。この日話し合ったことが近

い将来愛南町のために役立ってほし

いです。

宮
み や

本
も と

 尚
ひ さ

宜
の り

 
議員

御荘中学校

　不安な気持ちもありましたが、リ

ハーサルを重ねることで、本番では

緊張せずに発言することができまし

た。一つの議会を開くのに、質疑応

答の準備や作成など、周到な準備が

必要なことを知り、とても勉強にな

りました。参加させて頂いて、よい

経験になりました。

梶
か じ

田
た

 陽
は る

香
か

議員
御荘中学校

　議員として愛南町のために発言す

るという機会を与えて頂き、とても

緊張しました。緊張しすぎてどのよ

うな感じで発言できたのか覚えてい

ないのですが、日頃から思っている

ことや疑問に思っていることを伝え

ることができて、とても充実した時

間になりました。

三
み

浦
う ら

 敦
あつし

 
議員

御荘中学校

　私たちの意見が一方通行で終わる

ことなく、意見に意見が重ねられて

いく双方向のやりとりによって「議

会」を実感することができました。

同時に私の意見が大切にされたこ

と、貴重な経験をさせていただいた

ことに感謝しています。

大
お お

森
も り

 紅
く れ

葉
は

 
議員

一本松中学校

　今日のあいなん未来議会では、私

はとても緊張して思うように発言で

きませんでした。しかし、自分が発

言したり町長さんに答弁していただ

いたりしたことを通して、発言の根

本にある責任を改めて知ることがで

きました。ありがとうございました。

田
た

中
な か

 ささ
議員

一本松中学校

　僕は、あいなん未来議会で普段で

きない貴重な体験をすることができ

ました。自分たちの住む愛南町のよ

さや課題について考え、自分たちの

意見をしっかりと述べることができ

ました。これを機に、さらに愛南町

について考えていきたいと思いまし

た。

宮
み や

下
し た

 魁
か い

伸
し ん

議員
内海中学校

　あいなん未来議会で議長を務めさせ

ていただきました。各中学校の質問を聞

くことで、中学生が愛南町についてどう

考えているか把握でき、理事者の答弁を

聞くことで、町を動かしている方々の考

えを知ることができました。将来、愛南

町を動かせる人材になれるように、しっ

かり勉強していきたいと思いました。

秋
あ き

吉
よ し

 洋
ひ ろ

東
と

議長
南宇和高校

議員感想

あいなん未来議会2016
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特集

　あいなん未来議会に参加するにあ

たって、僕たちは愛南町の未来につ

いて真剣に考えました。この経験

は、僕たちが愛南町の未来を担って

いるのだ、ということを実感する良

い機会になりました。参加者全員が

同じ気持ちで臨んだから、いい議会

になったと思います。

岡
お か

添
ぞ え

 悠
ゆ う

太
た

郎
ろ う

 
議員

城辺中学校

　あいなん未来議会に参加したこと

で、愛南町の現在や未来についてよ

く考え、学ぶことができました。ま

た、どの質問にも具体的で丁寧な答

弁をくださり、分かりやすかったで

す。今後は、今回の貴重な経験を生

かしながら、愛南町の活性化に努め

られる人になりたいと思います。

井
い

場
ば

木
き

 才
さ

紀
き

 
議員

城辺中学校

　あいなん未来議会に参加できたこ

とはとても良い経験になりました。

僕たちが愛南町のために考えたこと

を質問し、清水町長さんに誠実に答

えていただいたことで、町議会を身

近に感じることができました。この

ような機会を作っていただき、あり

がとうございました。

藤
ふ じ

田
た

 治
は る

希
き

 
議員

城辺中学校

　あいなん未来議会に参加して、愛

南町の行政に触れる貴重な体験がで

きました。愛南町がどんな政策を

行っているかなど、まだまだ知らな

いことがたくさんあるのだと実感し

ました。町の課題を見つける力、解

決できるように考える力をこれから

身に付けていきたいです。

塚
つ か

岡
お か

 空
て ん

聖
せ い

議員
南宇和高校

　あいなん未来議会に参加して、とても貴重

な経験を得ることができました。自分たちの

思いや考えを愛南町に直接届けることができ

たと思います。また、今まで遠くに感じてい

た「愛南町を良くしていきたい」という思い

が、この議会を通してすごく近くに感じるこ

とができました。今抱いている、この思いを

大切にしながら今後過ごしていきたいです。 

猪
い

野
の

 世
せ

魁
か い

議員
南宇和高校

　今回、あいなん未来議会に参加して、愛

南町について、たくさん調べ、考え、知る

ことができました。愛南町に住む高校生と

して町の政策を知ること、町の将来を考え

ることができたことは、私自身にとって良

い経験になったと思います。これから、ま

た将来、町を良くするためにできることを

頑張ってやっていきたいです。

鈴
す ず

木
き

 耀
て る

野
の

議員
南宇和高校

篠山中学校

　このような機会を与えてくださり、心よ

り感謝いたします。今の愛南町は役場の方

たちだけではなく、地域の方々、高校生の

力…全ての力を結集していかなければ、町

を変えていくことはできないと感じまし

た。愛南町民である私たちが自分の住んで

いる所に興味を持ち、協力的な姿勢を見せ

ていくことが今後の課題だと思いました。

好
よ し

岡
お か

 美
み

柚
ゆ

議員
南宇和高校

篠山中学校

平
ひ ら

岡
お か

 睦
り く

議員
ショート 
　コーリー 議員

　町長さんたちに、自分の考えを直

接伝えることができ、とても光栄で

した。議会の会場内の雰囲気は、静

かで、声がよく通り、とてもすごい

なと感じました。議会の様子や仕組

みがよく分かり、とてもいい経験に

なりました。

　僕たちの質問に対して、非常に真

摯な態度で答弁をしてくださった町

長さんや理事者の方々を見ていて、

真剣に僕たちの学校や地域の活性

化、そして、愛南町の未来を考えて

もらっているのだなと強く感じまし

た。

「あいなん未来議会2016」の様子は9月 11日、18日の午後3時からたうんチャンネル（愛媛CATV）で放送される予定です。

あいなん未来議会2016
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昨
年
、10
年
ぶ
り
に
復
活
し
た「
須

ノ
川
公
園
ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
内
海
の
豊
か
な
自

然
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」（
実
行
委

員
会 

石
川
芳よ

し

洋ひ
ろ

委
員
長
）
と
の
思

い
か
ら
、
日
中
は
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
地
引
き
網
が
行
わ
れ
、

夕
方
か
ら
は
、
公
園
内
の
淡
水
池
周

辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
ラ
ン
タ
ン

ま
つ
り
、
お
化
け
屋
敷
や
三
線
ラ
イ

ブ
、
花
火
と
鬼き

じ
ょ
う城

太
鼓
（
松
野
町
）

の
競
演
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
終
日
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
お
化
け
屋
敷
を
体
験

し
た
安
岡
楓ふ

う

倭わ

く
ん
（
13
歳 

緑
甲
）

は
「
と
て
も
手
が
込
ん
で
い
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
と
興
奮
気
味
に
話
し

ま
し
た
。

須
ノ
川
公
園
ま
つ
り

7/31 

　

城
辺
商
店
街
で
「
愛
南
町
城
辺
夏

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も

ち
ま
き
を
皮
切
り
に
城
辺
小
学
校
の

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
行
進
や
愛
南

音
頭
踊
り
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
早
搾

り
早
飲
み
大
会
」や
ス
ー
パ
ー
戦
隊
、

芸
能
人
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
早
搾
り
早
飲
み

大
会
」
で
昨
年
に
続
き
2
年
連
続
で

優
勝
し
た
本
多
亜あ

呂ろ

羽は

さ
ん
（
12
歳 

城
辺
甲
）
は
「
コ
ツ
は
腕
を
使
っ
て

お
も
い
き
り
搾
る
こ
と
。
優
勝
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、俳
句
あ
ん
ど
ん
通
り
に
は
、

2,
7
3
1
句
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

3
0
1
句
を
書
き
写
し
た
あ
ん
ど
ん

が
飾
ら
れ
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

愛
南
町
城
辺
夏
ま
つ
り

8/7

イベント
愛南町夏祭り
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船
越
漁
港
公
園
周
辺
で
は
「
シ
ー

パ
ー
ク
ふ
な
こ
し
夏
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
て
夏

祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
設
け
ら

れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
地
元
外
泊
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
け
だ

ま
よ
し
お
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
な
ー
し
く
ん
と

一
緒
に
「
な
ー
し
が
い
っ
ぱ
い
愛
南

町
」な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
方
た
ち
が
参
加
し
て
西
海
音

頭
を
踊
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、

昨
年
よ
り
も
多
い
約
9
0
0
発
の
打

ち
上
げ
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
家
族
や
友
達
と

お
祭
り
に
訪
れ
た
と
い
う
杉
本
琳り

ん

香か

さ
ん
（
10
歳 

船
越
）
は
「
去
年
初

め
て
西
海
音
頭
を
踊
っ
て
、
今
年
も

練
習
し
て
途
中
か
ら
踊
っ
た
。
お
祭

り
で
一
番
感
動
し
た
の
は
、
黄
色
い

花
火
が
一
斉
に
打
ち
上
が
っ
て
お

花
み
た
い
に
見
え
た
と
こ
ろ
」
と
夏

祭
り
や
花
火
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し

た
。

　

町
内
の
夏
祭
り
を
締
め
く
く
る

「
愛
南
町
御
荘
夏
ま
つ
り
」
が
、
平

城
商
店
街
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
観
自
在
寺
境
内
に
設
け
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
学
生
の
ち
び
っ

こ
の
ど
じ
ま
ん
大
会
や
、
B
&
G

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た

平
城
商
店
街
で
は
、
平
城
小
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
鼓
隊
や
愛
南
サ
ン
バ
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

僧
都
川
河
川
敷
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
愛
南
町
出
身
の

歌
手
で
あ
る
山
本
さ
と
子
さ
ん
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
人
が
今
夏
最
後
の
夏
ま
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

い
と
こ
と
友
達
と
来
た
と
い
う

菅す
が

原は
ら

万ば
ん

璃り

く
ん
（
10
歳 

御
荘
平
城
）

は
「
何
回
も
練
習
し
た
愛
南
サ
ン
バ

を
踊
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
年
も
来
た
い
」
と
満
足
し
た
様
子

で
話
し
ま
し
た
。

シ
ー
パ
ー
ク

ふ
な
こ
し
夏
祭
り

8/13 

愛
南
町
御
荘
夏
ま
つ
り

8/21
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あ
ん
な
こ
と
や
、
こ
ん
な
こ
と 

― 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
コ
ミ
ュ

　9月 1日は関東大震災にちなんだ

防災の日である。各地で避難訓練など、

様々な行事が行われている。地震が起

こったら、どうすればよいかを考える

一日にしたいものである。

　食うか食われるかの厳しい海の中

にも、避難施設のような場所がある。

すり鉢のような形をしたスリバチサ

ンゴもその一つだ。この中に入ると、

敵に襲われにくくなるのだろうか、い

ろいろな魚がやってくる。写真は、瀬

ノ浜にあるスリバチサンゴだ。砂地の

中にポツンとあり、よい隠れ場所にな

るためか、よく魚が入っている。ここ

に潜ったときは、どんな魚が隠れてい

るか楽しみにして見に行く。この日は、

カサゴが隠れていた。上から見ると丸

見えなのだが、それは気にならないら

しい。

　このようにサンゴは、多くの魚に隠

れ場所を提供している。サンゴは漁業

の上からも大切な資源である。しっか

りと守っていかなければならない。

（撮影地 :瀬ノ浜） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.70
「サンゴの避難場所」

サンゴに隠れるカサゴ

7/

14
交通安全活動の積極的推進で
表彰を受けました

　運転者等に対する街頭指導活動等を積極的に推進
し、交通事故の防止に大きな成果を収めたとして、松
山市で行われた「第55回交通安全県民大会」において、
南宇和交通安全協会城辺支部が「交通安全功労知事表
彰」を、また、松﨑孝

こう

三
ぞう

さんが「交通安全県民総ぐるみ
運動愛媛県本部長感謝状」をそれぞれ受賞されました。
　これを受け、同支部（倉田政

まさ

夫
お

支部長）は「今後も
交通事故防止に積極的に取り組み、町内での交通事故
が1件でも少なくなるよう安全で安心な明るい町づく
りに向けて活動を続けていく」と話されました。

　須ノ川公園で海
あま

人
びと

キャンプ in愛南が開催されまし
た。現在開催中のえひめいやしの南予博2016（平成
28年 3/26～ 11/20）の地域コアイベントとして行
われ、町外から参加した11組 39名の親子連れが1
泊2日の日程で海上アクティビティや地引き網などを
楽しみました。砥部町から親
子で参加した白石愛

まな

実
み

さん（6
歳）は「地引き網は大きくて
重たかった。アコヤ貝を開け
てもらうときに真珠が出るか
もしれないと思ってどきどき
しました。」と笑顔で話しま
した。
　須ノ川公園には、カフェや
ハンモックのコーナーも開設
され、参加者は豊かな自然に
囲まれて思い思いに夏休みの
ひとときを過ごしました。

7/

30～31 自然に囲まれ海
あま

人
びと

体験

写真左から清水町長、倉田支部長、松﨑さん
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7/

26 B&Gで「いちごの里」海洋実習
　御荘B&G海洋センタープールで、知的障害者更生施
設「いちごの里」の海洋実習が行われました。参加した
入所者や施設関係者ら約40名は、準備運動を行ったあと、
泳いだりカヌーに乗るなどしてプールでのひと時を楽し
みました。

　景観を楽しみながら地域の道を歩いて清掃しようと内海地域で
内海名勝探訪早朝ウォーク（主催 内海名勝会 小島正

まさ

俊
とし

会長）が行
われました。国土交通省四国地方整備局が共催する88クリーン
ウォーク等に併せて実施されたもので、内海名勝会の会員やボラ
ンティア18名が参加、旧国道の柏崎半島を周回する約6kmのみ
ちのりを午前6時から約1時間半かけて、ごみ拾いをしながら歩
きました。
　途中、休憩した「昭和天皇御展望の地」は内海地域の名勝の一つ。参加者は、目の前に広がる豊後水道
を眺めながら、心地よい汗をぬぐっていました。

8/

8 名勝訪ねて早朝ウォーク

　8月の「電気使用安全月間」に合わせて南宇和電気工事組
合（西﨑良

よし

文
ふみ

理事長、12業者加盟）が柏地区の独居高齢者6
世帯の漏電調査や電気設備の無料点検を行いました。夏場の
電気事故を防止しようと毎年行われており、今年は7業者が
参加、2班に分かれて点検を行いました。点検を受けた長尾
伊
い

登
と

枝
え

さんは「電気の配線など気になっているところを見て
いただき、大変助かりました。」と感謝を伝えました。

8/

2 南宇和電気工事組合が無料点検を実施

　㈶自治総合センターの「平成28年度コミュニティ助成事業」
の補助を受け、須ノ川地区自治会（内海）の盆踊りで使用する
やぐらステージと紅白幕が新調されました。
　この事業は、『宝くじの普及広報事業』として自治総合センター
が受け入れた宝くじ収益金を財源として、住民が自主的に行う
コミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意
識を盛り上げることをめざすもので、コミュニティ活動に直接
必要な施設又は設備の整備を行っています。

7/

17
「宝くじ助成事業」で
やぐらステージ等を整備しました
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
28
年
10
月
16
日
㈰
は
愛
南
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

育
児
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

御
荘
夢
創
造
館
か
ら

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
28

年
10
月
30
日
任
期
満
了
の
愛
南

町
長
選
挙
は
、
平
成
28
年
10
月

11
日
㈫
告
示
、
16
日
㈰
を
投
票

日
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
】

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
お
出
か
け
の
場
合
は
、
10

月
12
日
㈬
か
ら
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
、
選

挙
権
が
あ
る
方
で
、
入
場
券
が

万
一
お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
さ
れ
た
り
し
た
場
合

は
、
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

身体障害者
手帳

障害名 １級 ２級 ３級
両下肢、体幹、移動機能の
障害 ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸の障害 ○ － ○

免疫の障害 ○ ○ ○

戦傷病者
手帳

障害名 特別
項症

第１
項症

第２
項症

第３
項症

両下肢、体幹の障害 ○ ○ ○
心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸の障害 ○ ○ ○ ○

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分「要介護５」

期
間
10
月
12
日
㈬
〜
15
日
㈯

時
間
８
時
30
分
〜
20
時

場
所

愛
南
町
役
場
本
庁

DE
・
あ
・
い
・
21

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

一
本
松
支
所

西
海
支
所

　

期
日
前
投
票
の
期
間
と
場
所

は
、上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

期
日
前
投
票
は
本
庁
・
各
支

所
の
ど
こ
で
も
投
票
が
で
き
ま

す
。

【
投
票
日
当
日
の
投
票

終
了
時
間
に
つ
い
て
】

　

投
票
日
当
日
は
、
終
了
時
間

を
午
後
７
時
に
繰
上
げ
し
て
い

る
投
票
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
入
場
券

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
又
は
介
護
保
険
の
要
介

護
状
態
区
分
が
下
表
に
該
当
す

る
方
は
、
郵
便
等
に
よ
る
自
宅

で
の
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
ご
家
族
の
方
が
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
持
参
し
て
、
証
明
書

の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
す
こ
や
か
子
育
て
巡
回

講
演
・
相
談
事
業
の
一
環
と
し
て
、
え
ひ
め
こ

ど
も
の
城
専
門
相
談
員
に
よ
る
講
演
及
び
育
児

相
談
を
開
催
し
ま
す
。
託
児
が
可
能
で
個
別
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
、
参

加
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程　

10
月
３
日
㈪

　
　
　

10
時
30
分
〜
12
時

場
所　

御
荘
夢
創
造
館

問
合
せ　

　

御
荘
夢
創
造
館 

℡
７
２
―

１
１
１
６

　

火
曜
日
・
祝
日
休
館

問
合
せ　

　

愛
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

℡
７
２
―

１
２
１
１
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美
味
し
い
食
材
に
大
満
足
！

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ

　

７
月
31
日
㈰
、
旧
満
倉
小

学
校
で
、
郷
土
食
や
農
林
漁

業
を
主
と
し
た
暮
ら
し
方
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会（
会
長 
前
田
ア

イ
子
）主
催
に
よ
る
「
愛
南
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
、
真
珠
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
こ
け
玉
、
絵
は
が
き
、

竹
細
工
作
り
な
ど
の
文
化
創
作

体
験
、
ピ
ザ
作
り
や
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
生
搾
り
な
ど
の
食
文
化
体

験
、
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
な
ど
が

あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
達
が

様
々
な
体
験
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
野
外
販
売
・

田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

愛
媛
の
救
急
医
療
を

　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

ピザ作り体験

絵葉書作り体験

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

　

近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院
に

軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中
し
、
医
師
の

負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
安
易
な
救

急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動
回
数
が
増
加

し
、
重
症
患
者
さ
ん
の
搬
送
に
支
障
が

出
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、住
民
の
皆
様
に
適
切

な
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
、そ
う
な
ら
な
い
た
め
に『
愛
媛
の
救

急
医
療
を
守
る
１
４
３
万
人
の
県
民
運
動

（
愛
救
１
４
３
運
動
）』を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適
切

な
利
用
を
、住
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
に

心
が
け
て
い
た
だ
く
取
組
で
す
の
で
、ご

症状に応じた救急医療機関の役割分担

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
『
か
か

り
つ
け
歯
科
医
』
『
か
か
り
つ
け
薬
局
』

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

 

受
診
に
当
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診
療
時

間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、軽
症
の
場
合

は
、通
常
の
受
付
順
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽
い
方

は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、ど
う
す
れ
ば
…

　

休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行
け
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
え
ひ
め

医
療
情
報
ネ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

を

参
考
に
さ
れ
る
か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休

日
当
番
医
案
内（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０ 

電
話
で
＃
８
０
０
０
を
押

す
と
つ
な
が
り
ま
す
。
利
用
時
間
帯
は
、

毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時
で
す
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２



p12広報あいなん 2016.9

町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

―
美
し
い
街
並
み
で
お
も
て
な
し
―

９
月
は「
屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
強
化

月
間
」で
す

「
芋
堀
り
＆
焼
き
芋
」の

　
　

体
験
者
を
募
集
し
ま
す

「
愛
南
町
の
医
療
に
ふ
れ
る
会
」を
開
催
し
ま
し
た

建
設
課
か
ら

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

保
健
福
祉
課
か
ら

　

８
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
「
愛
南
町

の
医
療
に
ふ
れ
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
愛
南
町
の
医
療
を
ま
も
る
た
め

に
、
医
学
生
・
看
護
学
生
に
地
域
医
療
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、

愛
南
町
・
南
宇
和
郡
医
師
会
・
愛
媛
大
学
医

学
部
・
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
開
催
し
て
い
る
事
業

で
、
今
年
度
で
５
回
目
に
な
り
ま
す
。
会
に
は

愛
媛
大
学
医
学
部
医
学
科
・
看
護

学
科
の
学
生
な
ど
35
名
と
、
こ
れ

か
ら
医
療
・
看
護
を
志
す
南
宇
和

高
校
生
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
愛
媛
大
学
医
学

部
附
属
病
院
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
の
高
田
清き

よ

式の
り

セ
ン
タ
ー
長
が

地
域
医
療
の
現
状
を
説
明
し
た
ほ

か
、
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
の

し
ま
も
と
じ
ゅ
ん

嶋
本
純

也や

所
長
や
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
本

つ
よ
し

毅
院
長
ほ

か
２
名
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
町

の
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
県
立
南
宇
和
病
院
を
見
学
し
た

後
、
夜
に
は
山
出
憩
い
の
里
温
泉
で
懇
親
会
が

開
か
れ
、
愛
南
町
の
豊
か
な
海
の
幸
を
味
わ
う

と
と
も
に
、
県
立
南
宇
和
病
院
や
医
師
会
の
先

生
方
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
二

日
目
に
は
海
中
公

園
を
訪
れ
、
海
水

浴
や
シ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
な
ど
で
愛
南

町
の
美
し
い
自
然

に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、

地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通

し
て
、
医
学
生
・

看
護
学
生
と
の
交

流
を
深
め
る
予
定

で
す
。

　

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
で
は
、「
芋
堀
り
＆

焼
き
芋
」
の
体
験
者
を
募
集
し
ま

す
。
青
い
空
の
も
と
、
自
然
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
17
日
㈯

　
　
　

10
時
〜

　
　
　
（
雨
天
中
止
）

場
所　

緑

定
員　

10
名（
先
着
順
）

体
験
料　

１
人　

１
，５
０
０
円

　
　
　

（
小
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
、
幼
児
無
料
）

申
込
締
切
日　

９
月
13
日
㈫

問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　

２
０
１
７
年
の
え
ひ
め
国
体
開
催
に
向
け
、
県
・
市
町

が
連
携
し
て
国
体
会
場
周
辺
、
交
通
要
所
、
観
光
地
等
の

景
観
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
信
号
機
や
道
路
標
識
に
貼

ら
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
、
は
り
紙
等
は
違
反
広
告
物
で
す
。

景
観
美
化
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た

　

ぜ
ひ
図
書
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

朝
が
来
る
／
辻
村
深
月

羊
と
鋼
の
森
／
宮
下
奈
都

天
才
／
石
原
慎
太
郎

世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
／
中
脇
初
枝

ゲ
ー
ム
＆
お
も
ち
ゃ
工
作

ミ
ニ
オ
ン
ズ　

バ
ナ
ナ　

バ
ナ
ナ　

バ
ナ
ナ

ウ
ォ
ー
ル
ズ
／
あ
り
ま
三
な
こ

リ
ス
キ
ー
ゲ
ー
ム
／
黒
う
さ
Ｐ

コ
コ
ロ
／
石
沢
克
亘

マ
マ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
／
の
ぶ
み

り
ゆ
う
が
あ
り
ま
す
／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
１
０
１
決
定
版

希
望
荘
／
宮
部
み
ゆ
き

超
ビ
ジ
ュ
ア
ル
！
戦
国
武
将
大
辞
典

ほ
か
19
冊

図
書
室
の
本
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
立
図
書
館
か

ら
借
り
入
れ
を
し
て
い
る
絵
本

が
行
方
不
明（
図
書
カ
ー
ド
未

記
入
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

題
名
は
、「
た
ま
ご
が
い
っ

ぱ
い
」・「
ほ
っ
ぺ
お
ば
け
」・

「
あ
ー
ん
」・「
だ
い
す
き
、
で

も
、
ひ
み
つ
」
で
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
図
書

室
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー  

℡
７
３
―

１
１
１
１

平
成
28
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
中

学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
、

及
び
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
等
に
対
し
て
、

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
手

続
き
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

10
月
27
日
㈭

試
験
場　

愛
媛
県
庁

願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
間　

９
月
９
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

問
合
せ　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局　

指
導
部
義

務
教
育
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
４
１

　

10
月
２
日
㈰
に
㈱
レ
ク
ザ
ム
愛
南
工
場
敷
地
内

で
「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
新
企
画
と
し
て
「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
」
を
同
時
開
催
し
、
食
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満

喫
で
き
ま
す
。
楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
２
日
㈰  

９
時
〜
15
時

場
所　

㈱
レ
ク
ザ
ム
愛
南
工
場
敷
地
内

問
合
せ　

愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

（
商
工
観
光
課
） 

℡
７
２
―

７
３
１
５

愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋
の
味
覚
祭
を
開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
課
か
ら

新規購入図書未返却の図書

学
校
教
育
課
か
ら

商
工
観
光
課
か
ら
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

納
付
猶
予
制
度
の
50
歳
未
満
へ
の
拡
大
に
つ
い
て（
国
民
年
金
）

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
、
30
歳

未
満
を
対
象
と
し
た
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、

50
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
納
付
猶
予

制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
６
月
以
前
の

期
間
は
、
引
き
続
き
30
歳
未
満
で

あ
っ
た
期
間
が
納
付
猶
予
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
所
得
が
少
な
い

な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、納
付
猶
予
制
度
の
他
に
も
、免
除

制
度
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年

金
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
保
険

料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書

面
、
面
談
に
よ
り
案
内
を
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
放
置
さ

れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に

よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る

（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
は
、
古

い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

追
納
の
お
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
ご
相
談
に
つ
い
て
は
年

金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

4期分/
10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/
9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
９
月
16
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

愛
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

町
民
課
か
ら

　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
競
技
力
向
上
を
目
指
し
「
愛
―

１

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
24
日
㈯
受
付
11
時
45
分

〜
12
時
30
分　

競
技
開
始
13
時

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場

生
涯
学
習
課
か
ら

種
目　

60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
一
輪
車
競
争
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
、
60
ｍ
走
家
族
対
決

表
彰　

小
学
生
以
下
の
部
の
優
勝
者

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
、
中
学
生
以
上

の
部
の
優
勝
者
に
は
賞
状
、
リ
レ
ー

の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
景
品
を
授
与
し

ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
15
日
㈭

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

各
種
目
に
は
参
加
資
格
が

あ
り
ま
す
の
で
、
出
場
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
南
体
協
事
務
局（
生
涯

学
習
課
） 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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あいなん
　　掲示板

　無料で弁護士が相談を
お受けします。
　相談人数は８人までで
事前に予約が必要です。定
員に達した場合は受付を
終了します。
　９月２０日㈫14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
　９月１4日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）まで
お問い合わせください。

　

こ
れ
ま
で
西
海
郵
便
局
が
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
集
配
業
務
に
つ
い

て
、
８
月
か
ら
担
当
局
が
御
荘
郵
便

局
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
郵
便
物
・
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
配

達
、
集
荷
及
び
保
管
は
御
荘
郵
便
局

で
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

出
い
た
だ
け
れ
ば
、
西
海
郵
便
局
の

窓
口
で
も
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま

す
。
な
お
、
西
海
郵
便
局
の
各
種
窓

口
サ
ー
ビ
ス
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

　

宇
和
島
郵
便
局 

総
務
部

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
０
０

宇
和
島
郵
便
局
か
ら

集
配
業
務
の
担
当
局
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

お知
らせ

　

県
立
中
央
病
院
の
研
修
医
に
「
愛

南
町
の
魅
力
や
地
域
医
療
の
す
ば
ら

し
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
７

月
23
日
・
24
日
に
南
宇
和
病
院
見
学

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
当
院
の
鶴
岡
院
長
が
病

院
紹
介
を
行
い
、
当
院
医
師
が
地
域

医
療
に
関
す
る
取
組
み
や
愛
南
町
な

ら
で
は
の
症
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
南
町 

清
水
町
長
か
ら
愛

南
町
の
風
土
や
産
物
な
ど
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
御
荘
診
療
所
の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

所
長
に
「
精
神
科
医
療
と
地
域
生

活
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松

本
毅

つ
よ
し

院
長
に
「
他
職
種
に
よ
る
退
院

時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
体
験
研
修

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

の
ケ
ア
マ
ネ
、
訪
問
介
護
、
調
剤
薬

局
な
ど
多
く
の
方
々
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
の
交
流
会
で
は
、
南
宇

和
郡
医
師
会
や
地
元
団
体
、
住
民
と

の
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

研
修
医
か
ら
は
、「
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
。
来
年
、
研
修
に
来
た

い
。」「
自
分
も
心
あ
る
医
療
に
取
り

組
み
た
い
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

南
宇
和
病
院
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
な
ー
し
！

お知
らせ

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方

の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
て
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
方
に
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
す

る
制
度
で
、
里
親
手
当
の
支
給
等
が

あ
り
ま
す
。

　

県
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
予
子
ど
も
・
女
性
支
援

セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５

南
予
子
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

里
親
を
求
め
て
い
ま
す

お知
らせ

なーしくん登場で研修医大喜び！
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あいなん
　　掲示板

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１

６
の
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
南
楽
園
秋
の
盆
栽
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
日
本
盆
栽
協
会
松
山
支
部
の

協
力
の
も
と
、
南
楽
園
中
央
芝
生
広

場
に
て
盆
栽
愛
好
家
た
ち
が
丹
精
込

め
て
仕
立
て
た
盆
栽
な
ど
を
展
示
販

売
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
29
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

時
間　

９
時
〜
17
時

入
園
料　

大
人
：
３
０
０
円

　
　
　
　

子
供
：
１
５
０
円

開
催
場
所　

南
楽
園
中
央
芝
生
広
場

（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３
）

問
合
せ　

南
楽
園

℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

南
レ
ク
株
式
会
社
か
ら

「
南
楽
園
秋
の
盆
栽
展
」を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

相
談
内
容

　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差

別
的
取
扱
い
、
相
続
や
扶
養
問
題

等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
の
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守)

日
時　

　

９
月
５
日
㈪
〜
９
月
11
日
㈰

　

８
時
30
分
〜
19
時
ま
で（
土
・
日

曜
日
は
10
時
〜
17
時
ま
で
）

電
話
番
号

　

全
国
統
一
電
話
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

（
携
帯
電
話
か
ら
も
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
一
部
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で

き
ま
せ
ん
。）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

主
催

　

松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

問
合
せ　

　

松
山
地
方
法
務
局

　

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談
の
お
知
ら
せ

お知
らせ

　

県
農
林
水
産
研
究
所
及
び
県
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
試
験
・

研
究
成
果
の
発
表
、
施
設
や
研
究
ほ

場
の
公
開
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
１
日
㈯

　
　
　

８
時
30
分
か
ら
16
時

　
　
　

２
日
㈰
８
時
30
分
か
ら
15
時

場
所

　

県
農
林
水
産
研
究
所（
松
山
市
上

難
波
）及
び
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
下
伊
台
町
）

問
合
せ　

　

県
農
林
水
産
研
究
所

　

℡
０
８
９
―

９
９
３
―

２
０
２
０

県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー 

　

℡
０
８
９
―

９
７
７
―

２
１
０
０

愛
媛
県
か
ら

農
林
水
産
研
究
所

農
林
水
産
参
観
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

お知
らせ

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

「
き
さ
い
や
ネ
ッ
ト
」を
導
入
し
ま
し
た
！

お知
らせ

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、
８
月
か

ら
市
立
宇
和
島
病
院
が
運
営
す
る
南

予
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
「
き
さ
い
や
ネ
ッ
ト
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
「
き
さ
い
や
ネ
ッ
ト
」
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し
た
医
療
機
関

が
、
患
者
さ
ん
の
同
意
を
得
た
う
え

で
、
市
立
宇
和
島
病
院
で
の
診
療
や

治
療
の
記
録

（
電
子
カ
ル

テ
）
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
閲

覧
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
伊
藤
医
院
、
愛
南

町
国
保
一
本
松
病
院
内
海
診
療
所
が

既
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

【
患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
！
】

★
市
立
宇
和
島
病
院
で
の
診
療
の
記

録
を
当
院
な
ど
地
域
の
医
療
機
関
の

医
師
が
利
用
で
き
る
た
め
、
一
貫
し

た
診
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

★
投
薬
や
検
査
の
重
複
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
、
医
療
費
の
負
担
軽
減
に
な

り
ま
す
。

 

「
き
さ
い
や
ネ
ッ
ト
」
の
詳
し
い
説

明
は
、
市
立
宇
和

島
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
か
ら

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
募
集

募集
します

１　

防
衛
大
学
校
学
生
一
般（
前
期
）

【
応
募
資
格
】　

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

11
月
５
日
・
６
日

　
（
宇
和
島
市
役
所
）

２　

防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
・
看
護
学
科

【
応
募
資
格
】　

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

看
護
学
科 

10
月
15
日（
松
山
大

学
）

　

医
学
科 

10
月
29
日
及
び
30
日（
松

山
大
学
）

※【
受
付
締
切
】
共
に
９
月
30
日

　

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試

験
に
は
、
推
薦
及
び
総
合
選
抜
コ
ー

ス（
受
付
締
切
９
月
８
日
）も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ　

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所　

  

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

愛
媛
県
か
ら

南
予
地
方
局
愛
南
庁
舎
が
移
転
し
ま
し
た

お知
らせ

　

南
予
地
方
局
愛
南
庁
舎（
愛
南
土

木
事
務
所
、
愛
南
農
業
指
導
班
、
農

村
整
備
課
愛
南
駐
在
、
愛
南
森
林
林

業
振
興
班
及
び
愛
南
水
産
課
）が
、

愛
南
町
役
場
新
庁
舎
の
１
階
へ
移
転

し
、
平
成
28
年
８
月
22
日
㈪
か
ら
業

務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

旧
愛
南
庁
舎
は
、
昭
和
44
年
に
建

築
さ
れ
耐
震
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
３
月
に
完
成
し
た
愛

南
町
役
場
の
新
庁
舎
へ
移
転
す
る
こ

と
で
、
大
規
模
な
地
震
災
害
等
、
有

事
の
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
を
有
す

る
施
設
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
県
と

愛
南
町
が
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、愛
南
庁
舎
の
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
は
、
旧
庁
舎
と
同
じ
番
号
で

す
。

問
合
せ　

　

愛
南
土
木
事
務
所

　

℡
７
２
―

１
１
４
５

　

10
月
１
日
㈯
か
ら
７
日
㈮
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼

に
よ
り
⑴
公
正
証
書
の
作
成
、
⑵
私

署
証
書
や
会
社
等
の
定
款
に
対
す
る

認
証
の
付
与
、
⑶
私
署
証
書
に
対
す

る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
公
証
週
間
中
、

電
話
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
お

り
、
相
談
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
公
証
役
場
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

宇
和
島
公
証
役
場 

　

℡
０
８
９
５
―

２
５
―

２
２
９
２

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

遺
言
や
大
切
な
契
約
を
、
公
正
証
書
が
守
り
ま
す

お知
らせ

　

南
予
で
活
動
す
る
雑
貨
、
工
芸
及

び
ガ
ラ
ス
な
ど
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

家
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
南

予
の
伝
統
工
芸
品
や
現
代
ク
ラ
フ
ト

の
世
界
観
と
大
洲
の
明
治
か
ら
昭
和

初
期
の
町
並
を
融
合
さ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

開
催
日　
　

９
月
11
日
㈰

場
所　

　

大
洲
市
肱
南
地
区
周
辺

問
合
せ　

　

え
ひ
め
い
や
し
の

　
　
　
　

南
予
博
２
０
１
６

　

実
行
委
員
会
本
部
事
務
局 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

愛
媛
県
か
ら

な
ん
よ
手
仕
事
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す

お知
らせ
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篠山市と姉妹都市提携を締結
特集

姉妹都市提携締結書に署名する清水雅文町長

　

愛
南
町
と
兵
庫
県
篠
山
市
の
姉
妹

都
市
提
携
調
印
式
が
8
月
15
日
、
篠

山
城
大
書
院
（
兵
庫
県
篠
山
市
北
新

町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
篠
山
市
と

は
、
平
成
24
年
1
月
に
災
害
時
の
応

援
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
後
お
互
い

の
特
産
品
を
食
材
に
使
っ
た
給
食
を

提
供
す
る
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
教
育
の
交
流
拡
大
や
特

産
物
を
通
じ
た
P
R
な
ど
を
通
じ
て

相
互
の
理
解
と
幅
広
い
友
好
協
力

関
係
を
推
進
す
る
た
め
、
愛
南
町
か

ら
篠
山
市
に
姉
妹
都
市
提
携
を
提
案

し
、実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

愛
南
町
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

姉
妹
都
市
の
誕
生
に
な
り
ま
す
。
こ

の
縁
を
大
切
に
、
今
後
ま
す
ま
す
交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、「
両
自
治
体
及
び

住
民
の
繁
栄
と
発
展
を
希
求
す
る
。」

な
ど
と
す
る
締
結
書
が
朗
読
さ
れ
、

記
念
品
と
し
て
篠
山
市
か
ら
は
丹
波

焼
の
一
輪
挿
し
が
、
愛
南
町
か
ら

は
ガ
ラ
ス
の
浮
玉
を
基
に
し
た
フ
グ

ち
ょ
う
ち
ん
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
隆
明
篠
山
市
長
と
清
水
雅
文

兵
庫
県
篠
山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た

愛
南
町
長
が
締
結
書
に
署
名
し
、
酒

井
市
長
は
「
愛
南
町
は
篠
山
市
に
な

い
海
の
町
。
市
民
、
子
ど
も
た
ち
の

交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
い
楽
し
み
に

し
て
い
る
。」、
清
水
町
長
は
「
災
害

時
の
応
援
協
定
は
地
震
、
津
波
を
心

特
集

配
す
る
町
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

篠
山
市
民
の
温
か
い
人
柄
、
文
化
に

触
れ
、
も
っ
と
広
く
交
流
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

愛
南
町
か
ら
篠
山
市
入
り
し
た
一

行
は
、
調
印
式
同
日
よ
り
開
催
さ
れ

た
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
の
踊
り
に
も
参

加
し
、
両
市
町
の
友
好
を
深
め
ま
し

た
。

兵庫県篠山市と姉妹都市締結。愛南町にとって初めての姉妹都市が誕生しました。
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篠山市（平成28年 7月末現在）

合併年月日：平成11年 4月 1日
総　面　積：377.61 ㎢
人　　　口：42,691人

京都府

鳥取県

兵庫県

大阪府

交
流
の
歩
み

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
自
治
体
間

の
連
携
・
協
力
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
愛
南
町
に
は
、
隣
接
す
る
高
知
県

宿
毛
市
と
の
間
に
山
頂
を
分
け
合
う

「
篠
山
（
標
高
1
0
6
4
m
）」
と
称

す
る
山
が
あ
り
、
篠
山
市
内
の
小
中

学
校
と
同
名
の
日
本
一
長
い
名
称
の

〈
過
去
の
交
流
実
績
〉

・
篠
山
小
・
中
学
校
で
篠
山
市
の
山

の
芋
を
使
い
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業

実
施
（
平
成
24
年
〜
）

・
丹
波
篠
山
味
ま
つ
り
に
愛
南
町
出

店
（
平
成
25
年
〜
）

・
篠
山
市
で
ぎ
ょ
し
ょ
く
出
前
講
座

開
催
（
平
成
25
年
〜
）

・
篠
山
産
の
食
材
を
使
用
し
た
学
校

給
食
を
愛
南
町
で
提
供
（
平
成
26

年
〜
）

・
愛
南
び
や
び
や
祭
り
に
篠
山
市
出

店
（
平
成
27
年
〜
）

・
愛
南
産
の
食
材
を
使
用
し
た
学
校

給
食
を
篠
山
市
内
で
提
供
（
平
成

27
年
〜
）

篠
山
市
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？

　

篠
山
市
は
兵
庫
県
の
中
東
部
に
位

置
し
、
人
口
は
4
2,
6
9
1
人
（
平

成
28
年
7
月
末
現
在
）、
総
面
積
は

3
7
7
・
6
1
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

東
は
京
都
府
、
西
・
北
は
丹
波
市
・

加
東
市
、
南
は
大
阪
府
・
三
田
市
な

ど
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
主
な
特

産
物
に
は
、
丹
波
篠
山
黒
豆
（
黒
枝

豆
）
や
丹
波
篠
山
山
の
芋
、丹
波
栗
、

丹
波
松
茸
、
丹
波
茶
、
丹
波
焼
、
丹

波
木
綿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的

に
知
ら
れ
る
「
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」
の

ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
、8
月
に
は「
デ

カ
ン
シ
ョ
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
ほ
か
に
も
、「
陶
器
ま
つ
り
」

や
「
味
覚
ま
つ
り
」
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
じ
て
行

わ
れ
ま
す
。

デカンショ祭りに参加
して篠山市の方々と友
好を深めました。

「
高
知
県
宿
毛
市
愛
媛
県
南
宇
和
郡

愛
南
町
篠
山
小
中
学
校
組
合
立
篠
山

小
学
校
・
中
学
校
」
が
あ
る
縁
か
ら
、

平
成
24
年
1
月
17
日
、
篠
山
市
役
所

に
お
い
て
「
災
害
応
急
対
策
活
動
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
両
市
町

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
や
、
相
互
の

学
校
給
食
に
特
産
物
の
提
供
を
行
う

な
ど
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。



p20広報あいなん 2016.9

あいなん音故地新
あいなん物産探訪

「生きる意味」－あいなん音故地新－
　長いトンネルからなかなか抜け出せん友達が言う。“あたしの生きてる意味、って何なんや

ろ？”…え？意味なんかいらんやん!これがあたしの答え。意味を探そうとするから苦しくな

る。意味が見つからんのなら、ないままでいい。あたしだって自分が生きてる意味はわからん

し、見つかってない。最期までわからんもんやろう。やから、とにかく毎日を精一杯。なるべ

く笑って過ごしたい。目の前にあることを一生懸命やり抜きたい。大切なものを大切にして、

当たり前のことを当たり前に思わず、一日一日楽しみたい。そこに生きとる意味なんか必要な

い。

　“花はただ咲く、ただひたすらに”…これは相田みつをの詩。人間は“ただ”になれん。い

ろんな感情が“ただ”を遠ざける。もし、今、何かに悩んで、迷って、落ち込んで、自分の生

きてる意味を見つけようともがいてる人がおるなら…意味を探してる時間、もったいない！美

味しいもんでも食べなはい！って背中叩きたい。結果は後からついてくる、じゃないけど、生

きた意味もきっと後からついてくる。

　 （テノヒラkiku）

　高級魚として知られるシマアジ。甘みが強く、
身が締り、その美味しさは他の追随を許さない。
調理方法は刺身や塩焼き、煮付けなどが一般的
だが、中田さんのおすすめはなんと「塩釜焼き」。
家では魚料理を担当し、4人の子どもたちに振
舞っている。
　町内 6業者が養殖しているシマアジ。市町
村別で愛南町が全国第 4位の生産量を誇って
おり、中田さんも二十歳で地元に帰って以来
18 年間養殖している。4月に稚魚を仕入れ、
翌年の12月頃まで大切に育てて出荷する。エサ

を与える間隔や量にも気を付け、1.0～
1.5kg のサイズに育ったシマアジは脂
が乗ってとても美味しい。
　「自分の思い描いたように魚を育て
られたときと、自分の育てた魚を美味
しいと食べてもらったときが一番嬉し

い。愛南町の豊かな海で育った魚をもっと PR
していきたいです。」

 あいなん物産探訪 その①
――――――――――――――――

「シマアジ」
生産者：
　　中田水産（赤水） 

　　中田　知
とも

公
のり

さん
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

●柏保育所
みんな仲良し、笑顔いっぱい !

●家串保育所
今日はプール納め。プール遊び、楽しかったー !!

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。

9月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

13日㈫：キッズ体操
27日㈫：運動会ごっこ

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

2日㈮・5日㈪・9日㈮は御荘夢創造館で行います。
14日㈬は育児講座（乳幼児の食事について）を行
います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　日～金曜日 10:00～16:00

問合せ

プラザじょうへん内 ☎73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

6日㈫：『おはなし会』 10:30～
14日㈬：『ベビ-マッサージ交流』 10:30～11:30
　　　対象：乳児親子&妊婦（※要予約） 
16日㈮：出張『わんぱく』 
　親子陶芸　城辺保健センターにて （※要予約）
28日㈬：子育て講習「乳幼児の言葉の発達」
　　　　10:30～11:30（※要予約）
10月4日㈫：『おはなし会』 10:30～

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

8日㈭：13:00～15:00
その他の曜日は電話でお問い合わせください。
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1

8

15

22

29

3

10

17

24

2

9

16

23

30

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※10月の引取日は、5日、12日、
19日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

秋分の日

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（10月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（10月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（10月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（10月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（10月の収集は27日）

胃がん検診
●城辺保健福祉センター
　7：00～8：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中浦交流館  12：30～14：00

胃がん検診
●城辺保健福祉センター 
　7：00～8：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

場」場」
流室

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●久良ふるさとセンター
　12：30～14：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

10月の主な行事予定
 1日（土）
 2日（日）
 6日（木）
 9日（日）

12日（水）
　〃
13日（木）
29日（土）

8：30～16：00
9：00～15：00
9：00～16：00
8：30～17：00

8：30～15：00
13：00～15：00
9：00～16：00
5：50～15：30

第50回 南宇和郡中学校新人総合体育大会
愛南まるゴチ秋の味覚祭&愛南まるゴチリレーマラソン
消費生活相談員相談日
第12回 スポーツフェスタ IN愛南 兼 
　第12回 愛南町スポーツ少年大会ソフトボール競技
第36回 南宇和郡小学校陸上競技大会
特設行政相談
消費生活相談員相談日
あいなん磯釣大会2016

南レク城辺球場ほか
レクザム愛南工場敷地内
本庁2階
南レク城辺球場ほか

南レク城辺多目的広場
城の辺学習館
本庁2階
内海・西海の海域

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

八朔相撲大会 
●緑ふれあい広場土俵
  14：00～21：00

愛 - 1グランプリ2016
●南レク城辺多目的広場
　11：45～17：00



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

6

13

20

27

7

14

21

28
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SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日

5

12

19

26

敬老の日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院 犬・猫の引取日

●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（10月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（10月の収集は25日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（10月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（10月の収集は19日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（10月の収集は13日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H28年1月16日～3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

胃がん検診
●内海保健センター
　7：00～8：30

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H23年6月1日～7月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●赤水公民館　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●緑基幹集落センター
　12：30～14：00

10月3日（月）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘菊川農村研修センター
　12：30～14：00

10月4日（火）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：30～11：00、13：00～14：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●DE・あ・い21　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　12：30～14：00

２０１６年
平成２８年９月暮らしカレンダー

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00
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ライバル振り切り初優勝 !
2016 ジャパンパラ水泳競技大会 400m自由形

7/17

　横浜国際プールで開催された 2016 ジャパンパラ水泳競技大会に中道穂
ほの か

香さん（南宇和高校 1年）

が出場し、400m自由形で優勝、100m背泳ぎで準優勝を飾りました。

　リオデジャネイロパラリンピックに出場する選手も多数出場した同大会は、公益財団法人日本障がい

者スポーツ協会が主催する日本国内最高の障がい者スポーツ大会に位置づけられています。この大会で

優勝することを年間目標に掲げて練習してきた中道さんは、400m自由形で自己ベストを 3秒近く更

新してライバルを振り切りました。

　中道さんは、今年から障がいの特性を生かそうと長距離種目に挑戦しています。「準備してきた大会

で結果が出てとても嬉しい。長い距離はまだ練習を始めたばかり、これからもっともっとがんばって記

録を出していきます !」と力強く語りました。現在、全日本の強化選手に選出され、日本代表を目指し

ている中道さん。その眼はまっすぐに 2020年の東京を見据えています。

グラウンド・ゴルフ愛媛大会で
西平さんが個人総合第 2位に

7/21

　南レク城辺公園グラウンドで「第 26回南レ

ク グラウンド・ゴルフ愛媛大会」が開催され、

県内から 45チーム、269名のグラウンド・ゴ

ルフ愛好家が参加して競技を楽しみました。町

内では、個人総合の部で御荘Bチームの西平

信
のぶ

行
ゆき

さんが第 2位に輝きました。

スポレク祭 2016クロッケー愛南予選会
7/28

　 南レク御荘公園多目的広場で「愛媛スポーツ・

レクレーション祭 2016 クロッケー競技愛南町予選

会」が開催され、町内から 20 チーム、80 名が参

加して競技を楽しみました。競技は 3部門で実施さ

れ、各部門の優勝チームは、次のとおり。

一般の部 船越愛球会、シニアの部 灘、

グランドシニアの部 広見C

　優勝チームは、10 月 29 日㈯に開催される愛媛

スポーツ・レクリエーション祭 2016 に愛南町代表

として出場します。

個人総合の部 第 2位 西平信行さん（御荘Bチーム）

写真左から一般の部 船越愛球会・シニアの部 灘・グランドシニアの部 広見 C
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小学生力士が活躍 !
8/7

　愛媛県総合運動公園相撲場で「2016 愛媛県小学生

相撲選手権大会」が開催され、13チーム 108 名が出

場する中、愛南が団体戦において見事準優勝を果たし

ました。

　また、個人戦では 4年生の部で福原丈一朗くん（平

城小）が優勝し、5年生の部で宇野伊
い

央
お

里
り

くん（城辺小）

が 4位入賞を果たし、それぞれ四国大会への出場を決

めました。今後のさらなる活躍が期待されます。 写真前列左から 宇野くん、菅原くん（平城小）、福原くん
後列左から 尾﨑くん（平城小）、田野くん（城辺小）

スポーツ合宿
8/9

　愛南町及び宇和島市が進めるスポーツ合宿等誘致活動の一環で、

大阪産業大学準硬式野球部（部員 32名）が南レク城辺球場で合宿

を行いました。同部が愛南町で合宿を行うのは初めてのことです。

　8月 9日には清水雅文町長が野球場を訪問し、愛南町の特産品で

ある河内晩柑を使ったジュースを贈呈し、激励の言葉を送りました。

わんぱく横綱誕生 !県勢初の快挙 !!
7/31

　 7 月 31日㈰東京両国国技館で第 32回わんぱく相撲全国大会

（主催 : 公益財団法人日本相撲協会、公益社団法人東京青年会議

所）が行われ、町内から出場した福原丈
じょう

一
いち

朗
ろう

くん（平城小 4年）

が個人戦で優勝して、県勢初の「わんぱく横綱」に輝きました。

 福原くんは「優勝できると思ってなかったのでとてもうれしかっ

た。攻めていくこと、前に出ることだけを考えた」と試合を振り

返りました。得意技はもろ差しからの寄りという福原くん、「将

来は白鵬のような横綱になりたい」と目を輝かせました。

 わんぱく相撲大会は全出場選手数約 4万人、全国大会は地区予

選を通過した小学4～6年生の約400名が出場して学年別にトー

ナメントが行われました。
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　町内の小中学校で英語を教えていたALTのギブス クリ
スティさん（ニュージーランド出身）、ペラレーズ テオド
ロさん（アメリカ合衆国出身）、ジェンセン エリカさん（ア
メリカ合衆国出身）の 3名が、7月末をもって任期を終え、
帰国されました。
　ジェンセン エリカさんより、愛南町の皆さんへ感謝の
メッセージを寄稿していただきました。

愛は南から ― 感謝のメッセージ
ジェンセン・エリカ（ALT）

　Before coming to Ainan, I really didn
,
t 

know what to expect. I didn
,
t expect to live 

here for three years and to grow to love 

Ainan as much as I have. I certainly didn
,
t 

expect to start speaking Japanese like an 

Ainan obaa-chan.

　Over the past three years, people have 

often said to me「ここの魚は美味しいでしょ ? 

お酒も美味しいでしょう ?」. They are right. 

The *sake* is good and the fish is even better 

but it
,
s the people who live here who have 

made my time in Ainan so great.

　I
,
m beyond grateful to my students, 

my coworkers, my friends, and the many 

strangers who have showered me with 

kindness and generosity （and food!）. The 

past three years have been hard at times, but 

a truly wonderful （and delicious!） experience. 

　It
,
s hard to put into words how I feel; but 

living in Ainan has changed me. And I can 

only hope that in some small way I have 

changed something or someone in Ainan.

　Though I
,
m moving on to the next chapter 

of my life, Ainan has become my home.Thank 

you, South Love!  Until we meet again - I love 

you!

Erica Jensen

― 日本語訳 ―

　これから何が起こるかも分からず愛南町にやって来

ました。そして思いもよらず 3年間住むことになり、

愛南町のことが大好きになりました。まさか愛南町の

おばあちゃんのような日本語を話すようになるなんて。

　この 3年間、愛南町の皆さんから「ここの魚は美味

しいでしょ? お酒も美味しいでしょう?」とよく言わ

れました。そのとおりだと思います。お酒も美味しい

し魚も最高、でも、私の愛南町での生活をこんなにも

素晴らしいものにしてくれたのは愛南町の皆さんです。

　寛容で親切にしてくれた生徒たち、同僚、友人、そ

してたくさんの方々にとても感謝しています。時には

困難なこともありましたが、本当に素晴らしい（そし

て美味しい !）経験でした。

　感情をうまく言葉にできませんが、愛南町での生活

が私を変えました。もし私が愛南町の誰かや何かを、

たとえ小さなことであっても、変えることができてい

たらと願うばかりです。

　私の人生は次の章に移りますが、愛南町は私のふる

さとになりました。ありがとう愛南 ! また逢う日まで。

皆さん大好きです。

東海小学校での最後の授業
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　長
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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論
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７月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

７月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （＋3世帯）

●愛南町の高齢化率　39.2％

10,586   
22,703  人　口 （ー10人）

世帯

人

男 （ー11人）10,675  
12,028女 （＋1人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,511 人

～タイフーンの巻～

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　41個のメダルは史上最多。日本中が沸い
たリオ五輪が閉幕しました。9月 7日からは
リオ 2016パラリンピックが始まります。7
月のジャパンパラ大会水泳400m自由形で優
勝した南宇和高校の中道穂香さんは、日本身
体障がい者水泳連盟が指定する強化選手とし
て、全国のライバルたちと競いながら 4年
後の東京パラリンピック出場を目指していま
す。
　笑顔が素敵な15歳。4年後、その笑顔で
日本中に感動を届けてほしいと思います。

愛南町の世帯数と人口 平成 28 年 8 月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
青春！食育！

high school
～夏のスタミナ弁当編～

南宇和高校
3年：荒

あら

地
ち

 さらささん
　入江 愛

あい

梨
り

さん
　吉良 茉

ま

生
お

さん
　山本 芽

め

依
い

さん

棒状にしたご飯に、焼肉の
たれで味付けした肉を巻い
た、肉巻弁当です。ガッツ
リお肉を食べたい人におす
すめです。

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

　「英語で一番長い単語は何でしょう?答え
は smiles（笑顔の複数形）。なぜなら、最初
と最後のsの間にマイル（1マイル＝約1.6㎞）
の距離があるから。」
　これは有名な言葉遊び（ジョーク）の一つ
だそうで、学生時代に英語の参考書で見掛け
たように記憶しています。広報誌でも笑顔の
写真を多く撮りたいと思うのですが、そのわ
ずかな瞬間をシャッターで捉えるのは簡単な
ものではありません。何か良い方法があれば
といつも思うのですが。

制作：南宇和高校美術部　宮下 滉
こう

基
き

さん

YW

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

※（ ）内は前月比

アカデミー
メタボリックシンドローム！？
食育

　内臓脂肪症候群のことで、「メタボ」と略されます。
　内臓の周りに脂肪が蓄積する内臓脂肪型肥満の人が、

高血圧や高血糖、脂質異常のいずれか 2つ以上を併せ持っている状
態です。そのために、動脈硬化が急速に進行し、心筋梗塞や脳卒中
などを引き起こす可能性があります。
　皆さん！適度な運動とバランスの良い食事を心がけましょう！

ご飯を薄く底に敷き、その上に
カレーをかけて、その上にご飯
を盛っています。カレーライス
お弁当の出来上がり（ ◇^^ ）明太子おにぎりと塩お

にぎりのお弁当です。
厚焼き玉子と揚げずに
焼いたからあげがおい
しかったです。
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